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　２月 20 日、カルチャースポーツセンター一帯で「やまがクロ
スカントリー大会」がさわやかな青空のもと開かれ、４コース年
代別 10 種目に 448 人が力走を繰り広げました。走り終わった
選手には、温かい豚汁が振る舞われました。

2010
第 2回クロスカントリー大会
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事故を防ぎ、自己を守ろう！
STOP THE 交通事故！

　事故のない交通社会の実現は、私たち皆の願いです。
しかし、昨年も県内では、11,157 件の交通事故が発生し、
88 人の尊い命が交通事故によって失われました。
　誰しも事故を起こしたくて運転している人などいな
いはずなのに、なぜ痛ましい交通事故が後を絶たない
のでしょうか？
　その背景には、「自分は大丈夫」や「まさか…だろう」
といった、ちょっとした油断や気のゆるみが要因となっ
ているものが少なくありません。
　私たちの身近に潜む危険、交通事故を防ぎ、自己を
守るため、もう一度考えてみましょう。

　山鹿市では今年にはいり、高齢者の交通事故が多発しています。また、県下でも交通事
故死亡者の約６割が高齢者となっています。

注意するポイント
★運転者は…
　①信号や一時停止を守りましょう
　②左右の安全確認を確実に行いましょう
　③バイクは道路の左端を走行しましょう
　④道路を横断している歩行者に注意しましょう
　⑤薄暮時は早めにライトを点灯しましょう

◎特集

◆過去３年間の交通事故発生状況
熊本県

19 年中 20 年中 21 年中
事故発生件数（件） 12,091 11,522 11,157 
死　亡　者（人） 103 98 88 
負　傷　者（人） 15,524 14,663 14,308 

山鹿市
19 年中 20 年中 21 年中

事故発生件数（件） 340 332 330 
死　亡　者（人） 6 5 5 
負　傷　者（人） 461 426 440 

高齢者の死亡事故多発！

県下の高齢者の死亡事故は、
全体の半数以上を占めとります。
歩行中は要注意ですぞ !!
高齢運転者の事故も増加しよります。

★最近発生している事故の特徴★
◎　午後５時〜６時台に多くの事故が発生しています。この時間帯は、通勤帰宅時間帯で交通
　量が多く歩行者や車が見えにくくなります。早めのライト点灯を心がけましょう。
◎　車の進行方向に対して、右側からの横断者がはねられる事故。車の接近は予想以上に早い
　ものです。無理な横断は絶対にやめましょう。
◎　追突、出会い頭の事故が多発しています。脇見運転や渋滞中の無理な割り込みはやめましょう。

★歩行者は…
　①できる限り横断歩道を渡りましょう
　②斜め横断など、無理な横断はやめましょう
　③左右を十分確認して横断しましょう
　④夜間は、反射材を身に着けましょう
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期間：4月 6日（火）～15日（木）までの10日間

運動の期間中、警察や市、交通指導隊などさまざまな団体が、交通事故防止のための啓発活動を実施します。

春の全国交通安全運動
　山鹿市交通指導隊は、平成 17 年 1 月の合併後、現在
110 人の隊員が在籍し、日ごろから皆さんの地域の交差
点や通学路等で交通指導を行っています。
　 私 も 平 成 15 年 4 月 に 交 通 指 導 員 を 拝 命 し、 街 頭
に立っていますが、その中で感じるのは、通学する
子どもたちより大人の方がマナーが悪いということです。
携帯電話を使用しながらの運転や、明らかにスピード違
反をしている車を度々見かけます。交通事故の多くは、
ちょっとした油断や不注意が原因であり、私たち一人一
人が交通ルールやマナーを守ることで防げます。警察官
や交通指導員が立っているからルールを守るのではな
く、自らの命、みんなの命を守るためにルールがあるこ
とを考えて、大人が率先して子どもたちの手本になるよ
うに正しい交通マナーを実行してもらいたいです。
　また交通指導隊としても、今後とも事故の無い山鹿を
目指した取り組みを行っていきたいと思います。

交通事故の無いまちを目指して

▲山鹿市交通指導隊長　吉田さん

　平成 20 年６月から道路交通法の改正によって、
全席シートベルト着用が義務化されました。

　なかなか後を絶たない飲酒運転。酒酔い運転
100 万円、酒気帯び運転 50 万円などの罰金のほ
か、平成 21 年６月から違反点の見直しが行われ、
更なる厳罰化が進んでいます。
　家庭、地域、職場で飲酒運転を許さない環境
をつくりましょう。

　バイク事故の相手は、車
が圧倒的に多く、車からバ
イクは見えにくく、また、バラ
ンスを崩すと簡単に転倒す
るうえ、運転者の体はむき出
しになっています。
　バイクを運転する際は、
道路の左端を走行し、他の
車の動きに注意しましょう。

●車に乗ったらシートベルト・チャイルドシートを！ ●原付バイクの安全利用を！

●飲酒運転の根絶！前日のアルコールにも要注意！

ルールを守って、
あごひもしめて
グッドライダー

宣言 !!シートベルトをしない人の
致死率は、している人の
約 11 倍です。

【交通安全教室のご案内】
　市では、地域のグループや学校が交通安全
教室を開催される場合に、職員や交通指導員
が地域へ出向いて、講話や実地指導を行って
います。お気軽にお申し込みください。

問合せ …総務課　☎４３－１１１７

山鹿市交通指導隊隊長の吉田貴彦さんにお話を伺いました。
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交通事故の状況

合併４年間の検証

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりのある都
ま ち

市やまが
－第４回－

　合併後 4 年間を総合計画に沿い検証し、「合併後のまちづくり」として取りまとめました。その概
要について１月号から 4 回にわけて掲載しています。
　　第４回目の今回は、「安全で快適な暮らしを支えるまちづくり」、「人と自然が共生する環境づく
り」の概要についてお知らせいたします。
　なお、「合併後のまちづくり」については、市役所ロビー、企画課、各総合支所および市のホームペー
ジでご覧いただけます。　

…企画課　☎４３－１１１４問合せ

Ⅱ
　
総
合
計
画
に
沿
う
検
証

４　

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

　
　
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

⑴
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

消
防
団
運
営

　
農
業
・
商
業
等
の
後
継
者
の
減
少
、
若

年
層
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
団
体
活
動
意

識
の
希
薄
化
に
よ
り
、
団
員
確
保
が
困
難

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
重
要
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
住
民
か
ら
信
頼
、
期
待
さ
れ
る
消
防

団
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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消防組織の活動状況

⑵
安
全
で
便
利
な
交
通
社
会
の
実
現

交
通
安
全
対
策

　
事
故
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
依
然
と

し
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
第
一
当
事
者

と
な
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
や

交
通
事
故
の
多
発
す
る
時
期
に
、
交
通
安

全
意
識
の
啓
発
・
高
揚
を
図
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
街
頭
監
視
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
幼
児
教
育
、
学
校
教
育
お
よ
び
地
域
社

会
の
場
に
お
い
て
、
積
極
的
に
交
通
安
全

教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。



5　2010.4.1　広報やまが

改良・舗装率の推移 ⑶
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

　
道
路
は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
の
み
な

ら
ず
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活
基
盤

を
形
成
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
社
会
資
本
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
圏
の
広
域
化
を
踏
ま
え
、

道
路
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
安
全
で
利

便
性
の
高
い
基
幹
道
路
や
生
活
関
連
道
路

を
、
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
計

画
的
に
整
備
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
の
熊
本
県
内

の
市
町
村
道
の
改
良
率
は
、
53.6
％
、
舗
装

率
は
87.9
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
上
回
っ
て

い
ま
す
。
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95.4 95.8

1470

1475

1480

1485

住宅戸数

20年度19年度18年度17年度 0

50

100

150

入居率

100

1,483

1,479
1,475

1,479

( 戸 ) (％)

100 100 100

住宅戸数・入居率の推移

50

60

70

80

90

100

簡易水道普及率上水道普及率

20年度19年度18年度17年度16年度

64,2 62.9

54.7

(％)

54.9

99.4 98.9

53.7

98.7 97.2 97.2

普及率の推移
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20年度19年度18年度17年度
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71.2

86.5

(％)

89.2

73.5
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公共下水道事業進捗状況

⑷
魅
力
あ
る
都
市
の
形
成

歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業

　
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
お
よ
び
建
造
物
を

有
す
る
豊
前
街
道
を
中
心
と
し
た
地
区
に

お
い
て
、
歴
史
的
市
街
地
に
特
有
な
交
通

量
の
集
中
や
複
雑
な
地
区
道
路
網
の
た
め

に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
交
通
環
境
の
悪

化
等
を
改
善
し
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
歩

け
る
歩
車
共
存
の
道
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲豊前街道南線歩行者広場（中町）

⑸
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
創
出

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

　
本
市
が
管
理
す
る
市
営
住
宅
の
う
ち
約
４

割
が
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
住
宅
の
的
確
な
整
備
お
よ
び
適
正
な
管

理
を
図
る
た
め
、
住
宅
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑹
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
供
給

未
普
及
地
域
解
消
事
業

　
水
道
は
市
民
生
活
を
は
じ
め
、
社
会
経

済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
使
命
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
東
部
（
相
良
、
原
、

高
橋
、
津
袋
）
簡
易
水
道
で
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
鹿
本
地
域
高
橋
・
津
袋
地
区
に

お
い
て
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成

23
年
供
給
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑺
生
活
排
水
等
処
理
の
計
画
的
推
進

公
共
下
水
道
事
業

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
健
康
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
と
河
川
等
の
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
に
不
可
欠
な

生
活
基
盤
施
設
で
、
そ
の
整
備
推
進
は
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
今
後
は
、
市
民
に
安
定
的
・
継
続
的
な

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
効
率
的
な
維
持
管
理
体
制
の
確
立
に

よ
る
経
費
節
減
を
目
指
す
と
と
も
に
、
効

率
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑻
豊
か
な
ま
ち
を
創
出
す
る
高
度
情
報
化

情
報
通
信
基
盤
格
差
是
正
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
快
適
に
利
用
す
る

た
め
の
有
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
接
続
と
し

て
、
市
内
で
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
光
に
よ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
普
及
率

は
、
平
成
16
年
3
月
時
点
で
１
％
、
18
年

3
月
で
は
16
％
と
2
年
間
で
急
速
に
伸
び

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
的
確
に
捉

え
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
通
信

基
盤
の
導
入
に
よ
る
長
期
的
な
運
用
を
図

る
た
め
に
、
民
間
活
力
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
業

○
辺
地
共
聴
施
設
整
備
事
業

　
平
成
23
年
7
月
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、
テ

レ
ビ
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
や
対
応
ア

ン
テ
ナ
へ
の
交
換
等
が
必
要
で
す
が
、
テ
レ

ビ
難
視
聴
地
域
に
お
い
て
は
共
聴
施
設（
共

同
ア
ン
テ
ナ
）
の
改
修
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、市
内
の
辺
地
難
視
聴
地
域
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
そ
の
他
の
支
援
が
な
く
自
己
資
金

で
改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
主
共
聴

組
合
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、改
修
費
が
著
し

く
高
額
に
な
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
改
修
が
進

ま
ず
、当
該
地
域
の
住
民
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、デ
ジ
タ
ル
改
修
を
行
う
自
主

共
聴
組
合
の
負
担
が
著
し
く
高
額
に
な
る

場
合
、市
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
加
入
者

負
担
の
軽
減
を
図
り
、地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
の
円
滑
か
つ
確
実
な
移
行
を
行
う

こ
と
で
、情
報
格
差
是
正
を
目
指
し
ま
す
。
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※
平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
業

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
普
及

　

促
進
事
業

　
山
鹿
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
し
、
地
球
規
模

の
環
境
問
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
対
策

に
貢
献
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ごみ収集量の推移
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飲用水関連の支援状況
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５　

人
と
自
然
が
共
生
す
る

　
　
環
境
づ
く
り

⑴
循
環
型
社
会
の
構
築

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

　
全
市
域
で
の
12
区
域
の
資
源
ご
み
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
鹿
本
地
域
で
は
生
ご

み
分
別
収
集
を
実
施
し
、
ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
の
指
導
・
啓
発
の
徹
底
に
よ

り
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
資
源
ご
み
の
収
集

量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
可

燃
・
不
燃
ご
み
の
収
集
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
意
識
の
マ
ン
ネ
リ
化
等
に
よ

る
資
源
化
率
・
減
少
率
の
伸
び
悩
み
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
分
別
の
徹
底
は
も
と
よ

り
、
ご
み
の
発
生
源
か
ら
縮
減
す
る
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

⑵
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
の
生
活
環
境
の
創
出

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

　
山
鹿
地
域
の
市
街
地
東
部
は
宅
地
化
が

進
み
、
大
型
店
舗
の
進
出
、
定
住
・
流
入

人
口
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
都
市
公
園
の
整
備
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
余
暇
活
動
の
場
を
創
出
し
、
生

活
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
市

街
地
東
部
の
拠
点
公
園
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
公
園
整
備
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
子
育

て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
世
代

間
の
交
流
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑶
自
然
環
境
の
保
全

自
然
環
境
保
全

　
山
鹿
市
の
上
水
道
普
及
率
は
、平
成
20
年

度
末
現
在
で
64.1
％
で
す
が
、市
内
に
は
未
だ

多
く
の
小
規
模
水
道
組
合
や
井
戸
等
を
利

用
す
る
市
民
が
存
在
す
る
中
で
、ヒ
素
、フ
ッ

素
や
硝
酸
窒
素
が
水
道
法
で
定
め
る
水
質

基
準
を
上
回
る
井
戸
が
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
営
水
道
以
外
の
地
域
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
平
成
20
年
度
の
水
質

検
査
結
果
と
併
せ
「
山
鹿
市
飲
用
井
戸
水

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
に
対

し
安
全
で
良
質
な
飲
用
水
の
確
保
の
た
め
、

水
質
検
査
の
励
行
や
飲
用
水
関
連
補
助
制

度
の
見
直
し
な
ど
飲
用
水
利
用
者
へ
の
支
援

を
図
り
ま
す
。

⑷
地
球
環
境
の
保
全

環
境
保
全
の
取
組
み

　
環
境
保
全
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め

た
「
山
鹿
市
環
境
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

市
職
員
一
人
一
人
が
仕
事
の
中
で
環
境
負
荷

に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
提
言
に
向
け
て
行
動

す
る
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に

は
、
シ
ス
テ
ム
の一つ
と
し
て
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
」
を
九
州
の
自
治
体
で
は
初
め
て
の
認

証
を
取
得
し
、
市
の
行
政
活
動
に
伴
う
環

境
負
荷
削
減･

温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
等

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
広
く
地
域
に

広
げ
る
た
め
市
内
の
事
業
者
に
も
呼
び
か

け
、
現
在
20
社
ほ
ど
が
認
証
・
登
録
し
、

市
と
事
業
者
の
協
働
に
よ
り
地
球
環
境
保

全
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑸
環
境
協
生
野
推
進

環
境
啓
発
学
習
事
業

　
電
気
や
ガ
ス
を
使
わ
な
い
生
活
を
通
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
の
大
切
さ
を
学

ぶ
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
平
成
17
年

度
よ
り
、
矢
谷
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
で
1
泊

2
日
の
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
を
市
内
の
小
学
生

を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
竹
で
「
マ
イ

は
し
」、
廃
食
油
で
「
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
」

を
作
り
、
資
源
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
を

主
に
学
習
し
、
環
境
啓
発
学
習
を
推
進
し

ま
す
。

▲鹿校通公園

▲エコアクション 21 事業説明会

▲エコ・キャンドルづくり
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講  座  名 曜　日 時　間 会場 定員
1 女性料理教室 第３土 10：00 ～ 山鹿 25
2 男性料理教室 第１土 10：00 ～ 山鹿 25
3 料 理 教 室 第１月 9：30 ～ 鹿央 15
4 料 理 教 室 第１火 18：00 ～ 鹿央 15
5 生 花 教 室 第２・４土 9：30 ～ 山鹿 20
6 生 花 教 室 第２・４金 13：30 ～ 鹿本 15
7 ガーデニング教室 第２火 20：00 ～ 鹿央 25
8 パソコン教室 第２・４水 19：00 ～ 山鹿 15
9 パソコン教室 第１・３月 19：00 ～ 鹿央 12
10 手 芸 教 室 第１・３水 13：30 ～ 鹿本 15
11 パッチワーク教室 第２・４水 20：00 ～ 鹿央 15
12 マジック教室 第２・４月 19：00 ～ 鹿央 15

市 議 会 ２ 月 臨 時 会
　平成 22 年（第１回）市議会２月臨時会は、２月 16 日に開かれました。今議会では、議案２件

（予算２件）を審議。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第１号　平成 21 年度山鹿市一般会計補正予算（第
　　　　　　　  ７号）　　　　　　　　　　  　　 …可決
■議案第２号　平成 21 年度山鹿市水道事業会計補正予算
　　　　　　　  （第３号）     　　　　　　　　　   …可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
　に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３‐１６３４）
　または本庁総務課法令文書係へ（☎４３‐１１１７）

※隣保館とは、
　地域のコミュニティセン
ターとして地域住民の福祉の
向上や住民交流の促進を目的
とし、さまざまな人権問題解
決のための人権啓発の拠点と
なる施設です。

平成 22 年度　隣保館教養講座
講　座　名 曜　日 時　間 会場 定員

13 太 極 拳 教 室 第１・３火 13：30 ～ 山鹿 20
14 ハワイアン・フラ教室 第１・３月 13：30 ～ 山鹿 25
15 フラダンス教室 第１・３金 20：00 ～ 鹿本 15
16 ３B 体操教室 第２・４金 20：00 ～ 鹿本 20
17 健康体操教室 第１・３金 10：00 ～ 鹿本 15
18 カラオケ体操教室 第１・３土 13：30 ～ 鹿本 15
19 健康体操教室 第１・３金 20：00 ～ 鹿央 15
20 コーラス教室 第２・４土 19：30 ～ 山鹿 20
21 詩 吟 教 室 第１・３木 13：30 ～ 鹿本 15
22 カラオケ教室 第１・３火 13：30 ～ 鹿本 15
23 カラオケ教室 第１・３土 20：00 ～ 鹿本 15
24 カラオケ教室 第１・３土 20：00 ～ 鹿央 15

隣保館で広げよう♪ 交流の輪！

講 座 期 間 ５月から翌年３月まで
受　講　料 受講料は無料ですが、材料代は全て受講生負担です。
申 込 方 法 近くの隣保館で申込みください。（申込み用紙は各隣保館にあります）
受 講 資 格 どなたでも受講できます。
申 込 期 間 ４月７日㈬～１６日㈮（平日：午前８時半～午後５時）

そ　の　他 電話での申込みはできません。原則として先着順受付としますが、
定員を超えた場合は新規受講生を優先とします。

連　絡　先

　山鹿隣保館 ☎４３‐１１３３
　鹿本隣保館（社会文化センター） ☎４６‐２３２５
　鹿央隣保館（鹿央文化センター） ☎３６‐３１３３
　人権啓発課 ☎４３‐１１９９
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できる親切はみんなでしよう
　…実践発表会　2 月 20 日　鹿北老人福祉センター

　「小さな親切」運動鹿北支部（堤八洲男会長）主催の「家庭の
日」「小さな親切」作文の入賞作品実践発表会が行われました。
　第 34 回全日本「小さな親切」作文コンクールで入選した
中野沙也加さん（岩野小６年）の作品「思いがけない出来事」
と題して、感謝することの大切さや、家族とのふれあい、家
の手伝いなどの発表がありました。
　また、遠足時に市道や公園のごみ拾いをした広見小学校な
ど 39 の団体、個人に実行章が伝達されました。
会場には、シンボルフラワーである「コスモス写真コンテス
ト」の展示もありました。

▲実行章を伝達する堤会長

販路開拓と地産地消を目指して
　…山鹿マーケット　２月 24 日　寿三ホテル

　山鹿産の農産物などを福岡県や熊本市の流通、観光、小
売り関係者と市内の飲食店、旅館・ホテル、給食関係者に
売り込み、販路開拓と地産地消を目指す「山鹿マーケット」
が行われました。
　今回で 3 回目となる催しで、これまでは、福岡市で開催
していました。当日は、鹿本農協や各物産館など 10 団体が
出展し、ハウスきんかん、タケノコ、イチゴなどの旬の農
産物や地元の農産物を使用した加工品などを福岡県や熊本
市などから招かれた 30 人の仕入担当者に対し試食を交えな
がらＰＲしました。招待者の反応も好評で、今後も定期的
に開催されます。

地域で支えるために
…認知症の人が安心して暮らせるまちづくりフォーラム

　２月 13 日　八千代座
　認知症の人が安心して暮らせるまちづくりフォーラムが
八千代座で行われ、約 600 人の市民が参加しました。地元
の「せからしか劇団」と認知症サポートリーダーによる肥
後にわかやパネルディスカッションなどで、地域や家族の
役割について理解を深めました。
　講演では、元大分市職員で若年期認知症と闘いながら、
現在福祉施設で働いている足立昭一さんが妻の由美子さん
と自分にできることを探して、毎日前向きに生きていく様
子や夫とともに歩む思いを語りました。

イメージキャラクター「チヨマツ」に決定 !!
　…八千代座１００周年記念事業オープニングセレモニー

　２月17 日　八千代座
　八千代座 100 周年記念事業のオープニングセレモニーが
あり、市民団体による狂言や合唱が披露されました。
　イメージキャラクターの公募には全国から 798 点の応募
があり、熊本市の錦戸秀雄さん（崇城大学３年生）の作品「チ
ヨマツ」が選ばれました。
　錦戸さんは「八千代座のように愛され続け、長く親しまれるよう、
めでたい松をモチーフにしました」と喜びを語ってくれました。
　11 月に坂東玉三郎さんと中村獅童さんの舞踊競演が予定
されているほか、開業 100 周年の来年までにさまざまなイ
ベントが計画されています。

▼中嶋憲正市長から記念品の金灯籠を受け取る錦戸さん▼食材を吟味する参加者

▲認知症について分かりやすく伝える「せからしか劇団」

まちの話題 Town Topics
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五穀豊穣 ( ほうじょう ) を願って
　…なれなれなすび　３月６日　厳

いつくしま

島神社（長坂）
　長坂の厳島神社で６日の夜、山鹿市の無形民俗文化財「な
れなれなすび踊り」が奉納され、五穀豊穣を祈願しました。
　「なれなれ」は豊作を祈る「成れ成れ」 の意味で、起源は
室町時代といわれています。
　一時途絶えていましたが約 200 年前の江戸時代に復活し、
現在まで伝わっている伝統のまつりです。
　刈

かりぎぬ

衣姿の若者が、「みんみん三つ、よさイヨサ、なれなれ
なすのんヤアコレナ」の歌と太鼓のリズムに合わせて、足
の裏が見えるように片足を跳ね上げながらユーモラスに踊
る伝統の舞楽を奉納しました。

▲歌と太鼓のリズムに合わせて足を跳ね上げながら踊ります

興味を持ってチャレンジしよう
　…次世代につなぐ教育推進事業　３月 13 日　八千代座

　2008 年にノーベル物理学賞を受賞した益川敏英京都大学
名誉教授の講演が八千代座でありました。
　エジソンやニュートンなどの有名な科学者の失敗談など
を交えて「知的好奇心を目覚めさそう」のテーマで「いろ
んなことに興味をもってチャレンジして、一生懸命打ち込
めるものを探してほしい」「まず行動を起こすことからはじ
まる」と市内の中学生約 650 人に熱く語りました。
　公演後、生徒から集中力を高める方法について質問があ
り、「興味があることを真剣に考えれば気が散ることはない。
わざわざ集中する必要はない」と話しました。

過疎地域をいきいき元気に！プロが語りました
　…過疎いきいきシンポジウム　

２月 27 日　あんずの丘多目的体育館
　「このままでいいのか！今立ち上がる時」をテーマに、過
疎地の地域おこしについて考える「過疎いきいきシンポジ
ウム」が開かれました。
　（株）地域振興研究所代表の須川一幸先生による講演の
ほか、３つのモデル地区代表による活動報告やディスカッ
ションが行われ、地元住民や他県から視察に来た住民など
約 200 人が参加しました。
　ディスカッションでは、後継者不足や結婚について切実
な現状が報告され、共感の声があがる一場面もありました。

チームワークで勝利を目指します
　…肥後古代の森「第 17 回双子塚一周リレー大会」　

2 月 28 日　双子塚周辺（鹿央地区）
　優美な姿を誇る西日本屈指の前方後円墳双子塚古墳（国
指定史跡）の周辺を１チーム５人でタスキをつなぐリレー
大会が開催されました。市内外から低学年の部「小学３年
生以下の編成」11 チームと高学年の部「４年生以上の編成」
20 チームが出場し熱戦を繰り広げました。
　終了後は、お楽しみ抽選会や豚汁が振る舞われ、チーム
間の交流を深めました。
市内の優勝チームは以下のとおりです。
　低学年の部　幸ヶ丘チーム（鹿北）
　高学年の部　スラッシュアックスチーム（鹿央）

▼一斉にスタートする選手たち▼ユーモアを交えて話す益川名誉教授

▲地域おこしのポイントを伝授！熱心に聞く参加者

まちの話題 Town Topics
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　東京日比谷公会堂で開かれた「第 50 回交通安全
国民運動中央大会」で、福田英夫さん（来民）が交
通安全功労者として交通栄誉章「緑十字銀章」 を受
賞しました。
　福田さんは、永年にわたり交通指導隊隊員として
交通事故防止、交通安全推進に尽力した功績が認め
られての受賞となりました。また、妻のミヨ子さん
にも内助功労で感謝状が授与されました。

●

▲受賞した福田さんと妻ミヨ子さん

　平成 21 年度明るい選挙啓発コンクール標語部門
において、鹿北中学校３年　川上幸成さんが「明
るい選挙推進協議会会長賞」に選ばれ、県庁で行
われた推進県民大会で表彰されました。
　選ばれた標語は、今後の選挙啓発のいろいろな
場面で活用されます。

『動かそう　その一票で　世の中を』

川上　幸成　さん （岩野）
２月 15 日：県庁

明るい選挙推進協議会会長賞

▲会長賞を受賞する川上さん

●

●●

おめでとうございます！
　叙勲・褒章紹介

　多年にわたり、旧菊鹿
町議会議員として在籍
し、建設常任委員会委員
長、総務常任委員会委員
長などを歴任し、産業、
教育、文化、福祉の向上
のため多大な貢献をした
功績が認められての受章
となりました。

　多年にわたり、旧菊鹿
町議会議員として在籍
し、厚生常任委員会委員
長、建設常任委員会委員
長、収入役などを歴任し、
強い政治信念を持ってま
ちの発展に多大な貢献を
した功績が認められての
受章となりました。

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）故 金光　光臣  さん

木野（菊鹿）
木庭　常智嘉  さん

下内田（菊鹿）

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
青少年健全育成のために
　　大相撲山鹿場所実行委員会が寄附
　昨年 12 月 13 日に市制５周年を記念して
行われた、大相撲山鹿場所の売上の一部が
山鹿市に寄附されました。
　寺崎勇児実行委員会会長が、「青少年健全
育成に役立ててほしい」と述べ、中嶋憲正
市長に寄附を手渡しました。

▲中嶋市長に 200 万円を手渡す寺崎会長
　と実行委員会の皆さん

福田　英夫　さん （来民）
１月 19 日：東京日比谷公会堂

交通栄誉章「緑十字銀章」受章
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♥
かがやきかがやき
思いやりあふれる笑顔

　スポーツを通じて知的障がい者の社会参加を目指す、
スペシャルオリンピックス日本の名誉会長細川佳代子さ
んの講演「可能性への挑戦」に、県内外より 400 人を超
える参加がありました。
　スペシャルオリンピックスに関わるようになったきっ
かけをはじめ、細川家や細川ガラシャ夫人のお話し、世
界大会に出場した少女のエピソードやスペシャルオリン
ピックス世界大会の映像など多岐にわたり、細川さんの
熱意あふれるお話しに会場は感動の拍手に包まれました。
　細川さんは、「人は意味があって生まれ、一人一人が無
限の可能性を持っています。性別や障がいの有無に関わ
らず、その人を主役として迎え入れられるような地域社

男女共同参画フォーラム in やまが
２月 20 日 ( 土）　八千代座

スペシャルオリンピックス日本名誉会長
　　　　　　　　　　細川佳代子さんを迎えて

その人らしく
　いきいきと　命を輝かせて

▲力強いメッセージを送る細川さん

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

　
自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒

素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太
陽
か
ら

の
強
い
紫
外
線
を
受
け
て
光
化
学
反
応
を
起

こ
し
、
オ
ゾ
ン
な
ど
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト（
酸
化
性
物
質
）に
変
化
し
ま
す
。

　
こ
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
発
生
す
る
白
い

モ
ヤ
、こ
れ
が
『
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
』
で
す
。

最
近
で
は
大
陸
か
ら
の
移
流
に
よ
る
影
響
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

　「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
は
、
３
月
か
ら
10

月
ご
ろ
に
か
け
て
日
差
し
が
強
く
、
気
温
が

20
か
ら
25
℃
以
上
で
風
が
弱
い
日
に
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

健
康への
影
響
は
？
　

　
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
敏
感

な
眼
、鼻
、の
ど
が
影
響
を
受
け
や
す
く
、
主

な
症
状
は「
眼
の
チ
カ
チ
カ
や
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
」

「
涙
流
れ
」「
の
ど
の
イ
ガ
イ
ガ
や
痛
み
」な
ど

で
す
。

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
出
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
車
の

使
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

体
に
異
常
（
被
害
）
が
で
た
ら
？

　
目
や
の
ど
に
痛
み
な
ど
が
で
た
ら
、
水
道

水
な
ど
の
き
れ
い
な
水
で
洗
顔
、
洗
眼
、
う

が
い
を
十
分
に
行
い
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
場
合
や
、
咳せ

き

や
頭
痛

な
ど
他
の
症
状
が
続
く
場
合
は
、
病
院
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
・
解
除
は
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
速
報
さ
れ
ま
す
。

会を築くことが大切です。みんなが自然に受け入れ、いろ
いろな人と触れ合うことで社会も変わっていきます」「今日
が始まりです。すべての人がその人らしくいきいきと命を
輝かせ、助け合い支えあうために一歩を踏みだす『勇気の
翼』を広げてください」と力強いメッセージを送りました。
　参加者から、「とても感動しました！」「今まで知って
いるつもりで、実は何も知らなかったことに気付きまし
た」「小さなことでも、自分にできることから始めてみま
す」といったたくさんの声がありました。
　また、「女性ネットワークやまが」からは、健康診断の
勧めや加工品の紹介、その他の研修やフォーラムへのか
かわりなどが紹介されました。

光
化
学
ス
モッ
グ
の

発
生
に
注
意
!!

環境だより環境だより



広報やまが　2010.4.1　12

れ
て
い
ま
す
。

　
法
泉
寺
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
も
う
一

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
山
津
波
か
ら
随
分
経
っ

た
こ
ろ
、
松
尾
区
の
住
民
の
あ
る
人
が
夜
お

風
呂
に
入
り
な
が
ら
何
気
な
く
外
を
見
る

と
、
向
か
い
の
土
手
あ
た
り
で
光
る
も
の
に

気
付
き
ま
し
た
。
翌
晩
も
同
じ
よ
う
に
光
っ

て
い
る
の
で
不
思
議
に
思
い
、
そ
こ
を
見
定

め
て
お
い
て
翌
日
付
近
を
探
す
と
、
土
手
の

中
か
ら
３
寸
（
約
10
セ
ン
チ
）
く
ら
い
の
金

色
の
仏
像
が
み
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ

こ
そ
、
山
津
波
に
流
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

法
泉
寺
の
仏
像
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
仏
像
は
そ
の
後
旧
山
鹿
市
に
移
っ

た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
先
の
詳
し
い
こ

と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
ど
こ
か
で
大

切
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

参
考
文
献
　
鹿
北
町
誌

　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
山
　
良
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鹿
北
町
多
久
）

連載第 54 回

　
鹿
北
町
椎
持
南
松
尾
の
北
に
鎌か

ま
だ
け岳
と
い

う
山
が
あ
り
、
そ
の
麓ふ

も
と

に
「
法
泉
寺
」
と

い
う
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
書
物
の
『
国こ

く
ぐ
ん
い
っ
と
う
し

郡
一
統
志
』
や

『
肥ひ

ご
こ
く
し

後
国
誌
』
に
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
こ
の
書
物
が
出
さ
れ
る
以
前
に
無
く

な
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
法
泉
寺
は
米
原
長
者
の
檀だ

ん
な
で
ら

那
寺
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
山
津
波
が

起
き
て
、
寺
は
跡
形
も
無
く
押
し
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
寺
が
も
と

も
と
あ
っ
た
場
所
で
は
な
く
、
寺
と
と
も
に

流
さ
れ
た
土
砂
が
埋
ま
っ
た
地
域
を
「
法
専・

寺
」
と
い
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
下
村
集
落
の

川
向
い
の
場
所
で
す
。

　
こ
こ
に
は
山
津
波
に
流
さ
れ
て
き
た
と
伝

え
ら
れ
る
石
柱
の
地
蔵
尊
像
が
あ
り
ま
す
。

表
面
の
上
部
に
は
地
蔵
尊
像
、そ
の
下
に
「
奉

建
立
　
地
蔵
菩
薩
尊
像
　
文
明
十
四
年
三
月

十
五
日
　
願
主
沙
門
永
□
」
と
記
し
て
あ
り

ま
す
（
文
明
十
四
年
は
西
暦
一
四
八
二
年
）。

ま
た
側
面
と
裏
面
の
上
部
に
は
梵ぼ

ん
じ字
が
、
下

部
に
は
多
く
の
僧
侶
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
山
鹿
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

幻
の
寺「
法ほ

う
せ
ん
じ

泉
寺
」と

　
　
　
　
金こ

ん
じ
き色
の
仏
像

　
　
　
　
　
　（
鹿
北
町
椎
持
）▲現在の法専寺から鎌岳を見る

　（写真中央に以前の法泉寺があったと伝えられる）

▲法泉寺の地蔵尊（山鹿市指定文化財）

騙だ
ま

さ
れ
な
い
で
！

消
費
者
庁
を
か
た
っ
た
悪
質
商
法

　
消
費
者
庁
か
ら
の
依
頼
で
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
説
明
し
、
金
融
商
品
を
勧
誘
す
る
業
者
の
相
談

が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
を
か
た

る
こ
と
で
、
信
用
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

【
相
談
事
例
】

　「
消
費
者
庁
か
ら
依
頼
を
受
け
、
調
査
し
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
欲
し
い
」
と
Ａ
社

か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
信
用
で
き
る
と
思
い
、
未

公
開
株
の
被
害
に
遭
っ
た
と
正
直
に
話
し
た
。
Ａ

社
は
「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
被
害
が
多

い
。
被
害
者
を
支
援
す
る
Ｂ
と
い
う
会
社
が
あ
る
。

信
用
で
き
る
会
社
な
の
で
相
談
す
る
と
い
い
」
と

説
明
し
た
。
す
る
と
、
Ｂ
社
か
ら
「
詳
し
い
説
明

を
し
た
い
の
で
、
自
宅
に
訪
問
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
の
電
話
が
あ
っ
た
が
、
信
用
し
て
も
よ
い
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】 

◎
消
費
者
庁
が
詐
欺
商
法
に
よ
る
被
害
回
復
や
被

　

害
救
済
等
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
根
拠
の
な
い
説
明
に
決
し
て
騙
さ
れ
な

　

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
消
費
者
庁
を
か
た
っ
て
消
費
者
を
騙
す
手
口
が

　

増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
不

　

審
に
感
じ
た
ら
、最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

…
商
工
課 

　
　
　
　   

☎
43
‐
１
４
１
３

　
　
　
　
熊
本
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

問
合
せ
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全
国
の
火
災
件
数
に
占
め
る
放
火
火
災
件
数

（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）
の
割
合
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
放
火
は
、
相
手

と
場
所
を
選
ば
な
い
無
差
別
な
も
の
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
山
鹿
市
で
も
、
件
数
は
少
な
い
も
の
の
放
火
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
都
会
の
話
（
他
人
事

や
対
岸
の
火
事
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
五
つ
の
放
火
対
策
》

　
①
家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

　
　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
②
夜
間
、
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場
は
、
照
明
を

　
　
点
灯
し
て
明
る
く
し
ま
し
ょ
う

　
③
空
き
家
、
物
置
に
は
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う

　
④
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
ディ
カ
バ
ー
は
、
燃
え

　
　
に
く
い
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
⑤
地
域
ぐ
る
み
で
放
火
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
放
火
さ
れ
な
い
、
放
火

さ
せ
な
い
、
放
火
さ
れ

て
も
被
害
を
大
き
く
さ

せ
な
い
」

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　
山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
☎
32
‐
２
５
７
４

　
山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

寂滅の剣　　　    
北方　謙三／著　新潮社

　必殺ゆえ禁忌 ( きんき ) の剣とされた日向流を
継ぐ兄と弟。２人の宿命の対決を前に、兄弟の
暮らす薬草園を付け狙う勢力が現れ、日向流に
関わるものすべてが巻き込まれてゆく。剣豪小
説の最高峰 ! 日向景一郎シリーズ、ついに完結！

　軽い気持ちで応募した読者モデルに合格したこと
から、専業主婦・奈央の生活は徐々に変わっていく。
女たちのさまざまな思惑に戸惑いながら、自分にもま
だ負けたくない気持ちがあることに気付き ･･･。恋愛
小説の名手が描く、アラフォー女性が再び輝く物語。

セシルのもくろみ
唯川　恵／著　光文社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷４月28日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷４月３日㈯・10日㈯・17日㈯
　　　　　　24日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷４月６日㈫・13日㈫・20日㈫
　　　　　　27日㈫　午前 11 時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
　日時▷４月６日㈫・20日㈫
　　　　 午前 10 時 30 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷４月26日㈪・29日㈷
山鹿市鹿本図書館
　▷４月５日㈪・12日㈪～19日㈪
　　　　26日㈪・29日㈷・30日㈮
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝祭日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火～金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日

《今月は山鹿市鹿本図書館から》
 

放
火
を
防
ご
う
‼

特別整理休館のお知らせ
　山鹿市鹿本図書館では図書資料等の蔵書点検のため、下記の
期間を特別整理休館とさせていただきます。

平成22年 4月12（月）　～　4月19日（月）
　利用者の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
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み〜んなともだち はじめの一歩！

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol.59

親として望むこと
　 大道保育園　☎４６‐２３２８

　わが子の問題行動で悩むことが多い中、園に通わせる
ことすら不安に思っていた時期がありました。しかし、
園側では、子どもたちをどのような時も温かい目で見守っ
てくださることが分かり、とてもほっと安心しました。
　何気ないことのようですが、子どもたちを偏見・差別
なく受容されていく園の雰囲気が、子どもたちの良い環
境へとつながっていくのではないかと思います。
　わが子は、今も喜んで
園に通うことができてい
ます。このようなよい環
境で、小・中・高と育っ
ていってくれたらと、親
として望むばかりです。

【保護者より】

おいしいピザができました
　 城北アソカ保育園　☎４８‐２１２９

　城北アソカ保育園では、毎年２月に校区の小学生を招
待して異年児交流会を開いています。いろいろな遊びや
制作などをして、小学生との交流を持ち連帯感を深めて
いくことを目的としています。今回は、ピザ作りにチャ
レンジしました。生地をこねることから始め、丸くのば
して最後に飾りつけをしました。
　ピーマンやブロッコリーなど苦手な野菜も小学生のア
ドバイスでたくさん飾り、みごとなピザができました。
　焼きあがるとその香ばしい
においに拍手と歓声があがり
ました。さっそくみんなでい
ただくと「おいしい、おいし
い」の大合唱になり、みんな
何枚もおかわりして食べ、大
満足の一日になりました。 ▲はやく食べたいね

月に数回、子育
てに関する講座
や楽しい企画を
行っています！

毎月１回、通信を発
行しています。
子育てに関する情報や
行事、地域の活動など
を紹介しています。

※つどいの広場
毎週月曜～土曜日
10：00 ～ 16：00
自然がたくさんあ
ります。どなたで
もどうぞ。

※児童館
毎週月曜～土曜日
９：00 ～ 17：00
小中高生、どなたでも利用で
きます。気のあった友達と
サークル活動もできますよ♪

※各支援センター
毎週月曜～金曜日
10：00 ～ 16：00
親と子の友達づくりや仲
間づくりができますよ。

▲つるまき体操でふれあい遊びを
　楽しんでいます

今年も「忍者の里」
があります！
日時▷４月 11 日㈰　
　　　10：00 ～ 14：00
場所▷下町、光専寺周辺
☆忍者の修行をがんばって
　ごほうびをゲットしよう

支援センター
つどいの広場
児童館 って ?!

子育ての不安や悩
みなどをいつでも
相談できます。
電話での相談も気
軽にどうぞ。
9：00 ～ 17：00
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！

『健やかで、夢に向かって光り輝く
　　　　　　　　六郷っ子の育成」

～あいさつ№１を目指して～
六郷小学校

　本校では、特にあいさつに力を入れています。
　毎月第１週をあいさつ運動週間とし、７時 30 分から 20
分間、登校班ごとに正門や東門に立ってあいさつ運動を行っ
ています。これまでも同じようにあいさつ運動を行ってき
ましたが、平成 21 年度は「立ち止まってあいさつ」「大き
な声であいさつ」の２つを目標にして取り組んでいます。
地区担当の職員も進んであいさつ運動に参加しています。
また、正門と東門で、学校長を中心に、職員によるあいさ
つ運動を毎日行っています。

　さらに、毎月１日と 15 日に「虹の会」の皆さんや保護者・
地域の人たちに登校指導をしていただき、大変お世話になっ
ています。
　おかげで、気持ちのよい大きな声でのあいさつができる
ようになってきました。最近では、高学年を中心に、立ち
止まってあいさつをする子どもたちが増えてきて、地域の
人からも、「あいさつが上手になってきています」とお褒め
の言葉をいただくようにもなりました。
　平成 22 年度は、さらなる目標として、「帽子をとってあ
いさつ」「地域の人たちにもすすんであいさつ」を目指して
いきます。▲校長先生と元気にあいさつする子どもたち

　　▲雨の日も立ち止まって「おはようございます」

『輝け！！鶴城スマイル』
～魅力ある行事をとおして成長しています！～

鶴城中学校
　鶴城中学校では多くの行事で、計画・準備・運営・反省
と一連の流れを体験することで、自分自身の頑張りはもと
より、地域や保護者の協力、友達の良さや協力し努力する
ことの楽しさなどを体感し味わうことができています。そ
の例として２つの行事を紹介します。
校内駅伝大会　12 月 18 日㈮：山鹿カルチャーセンター
　今年は、山鹿市総合体育館周辺の１周３㎞のクロスカン
トリーコースで学年対抗のクラスマッチ形式で駅伝大会を
実施しました。スタートを待つ生徒の真剣な表情はひかり
輝き、中継地点でタスキを受け取る姿には友達との絆

きずな

がう
かがえました。そして、
最後まで一生懸命に走
る友達を大声で応援し、
走りきったことを賞賛
し抱き合う姿を見て、行
事で生徒が成長すると
いうことを改めて実感
しました。保護者も鶴城
中ののぼり旗を持ち、交
通指導や生徒の応援に
協力いただきました。  

  立志式　２月 19 日㈮：鶴城中〜彦岳
　今年の立志式の前半では、生徒たちが育て収穫した「鶴
城米」でお弁当をつくりました。立志式の後半は、校区内
にある標高 355 ｍの彦岳に登り、頂上で立志の誓いを表現
した習字の文字と作文を発表しました。これまでやこれか
らの自分、そして将来について、緊張しつつも堂々と自分
の考えを発表しました。今回の立志式をとおして「目標を
持つことの大切さ」や「みんなで助け合うことの大切さ」
を学ぶことができました。保護者も多数参加していただき、
生徒と一緒に登山し、生徒たちの誓いの言葉を聞き、感動
的な立志式となりました。
　来年度もさらなる飛躍を求め、行事等をとおして成長し、
鶴城中生徒としての自信と誇りを持って自立してほしいと
願っています。

▲一秒でも早くタスキを渡すため、
　懸命に走る選手たち

▲彦岳頂上でそれぞれの作品を手に、決意に満ちた表情の２年生
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投
稿

空
手
道　

黒
帯
（
初
段
）
取
得

空
手
菊
鹿
道
場

　
菊
鹿
道
場
の
金
光
繁
和
さ
ん
が
61

歳
で
黒
帯（
初
段
）を
取
得
し
ま
し
た
。

　
金
光
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
退
職
後
に
病

気
を
患
い
健
康
回
復
・
体
力
増
進
を

目
的
に
、
空
手
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

　
指
導
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
、
練

習
開
始
か
ら
わ
ず
か
１
年
で
昇
段
試

験
を
受
け
る
こ
と
に
。

明
る
く
・
楽
し
く
野
球
を
し
ま

せ
ん
か

山
鹿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
山
鹿
で
自
主
ト
レ
を
行
っ
た
、
プ
ロ

野
球
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
帆
足
和
幸
投

手
と
、
今
年
も
野
球
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
帆
足
投
手

の
自
主
ト
レ
で
す
が
、
毎
年
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
１
月
17
日
に

市
民
球
場
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ブ
員
全

員
張
り
切
っ
て
野
球
を
し
ま
し
た
。

　
山
鹿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
56

年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
の
６
年
生
は
30

期
生
と
な
り
ま
す
。

　
明
る
く
・
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

礼
儀
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
小
学
生

投
稿

「
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
山
鹿
保

存
会
」
新
規
会
員
募
集
！

　
庶
民
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
昔
な
つ

か
し
い
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
。

　
宴
会
な
ど
で
大
う
け
ま
ち
が
い
な
し

の
た
た
き
売
り
を
か
く
し
芸
と
し
て
習

得
し
た
い
人
や
、
当
会
を
さ
さ
え
る
意

味
で
の
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
入
会
の
人
に
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
！

…
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
山
鹿
保
存
会

☎
36
‐
９
０
９
９

▲一緒に練習後、帆足投手を囲み記念撮影

▲認定証を手にする金光さん

投
稿

お
年
寄
り
の
オ
ア
シ
ス

　
　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

壇　

勇
さ
ん

　
鹿
央
町
岩
原
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

春
間
区
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
別
名

コ
ス
モ
ス
サ
ロ
ン
）
と
い
う
高
齢
者

の
会
を
、
毎
月
１
回
行
っ
て
い
る
。

　
始
め
に
血
圧
測
定
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
、
最
後
に
私
た
ち
協

力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
、
演
奏
、
大

正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
踊
り
、
健
康

ダ
ン
ス
な
ど
の
多
彩
な
演
目
か
ら
一

つ
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
１
月
22
日
に
行
っ
た
サ
ロ
ン
で
は
、

立
山
和
代
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

た
指
導
で
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
ボ
ー

ル
遊
び
、
ボ
ー
ル
が
思
っ
た
と
こ
ろ

へ
行
か
ず
笑
い
の
渦
で
あ
っ
た
。
次

に
朝
倉
寿
美
さ
ん
の
か
け
声
で
炭
坑

節
の
大
き
な
輪
が
で
き
、
歳
を
忘
れ

楽
し
く
優
雅
に
み
ん
な
で
踊
っ
た
。

　
初
め
て
参
加
さ
れ
た
Ｈ
さ
ん
は
、

「
来
月
の
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
か
れ
た
。

理
想
の
地
域
社
会
の
縮
図
を
見
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

▲楽しく活動をしています！

▲タオルを使ったふれあい遊び

と
な
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

体
験
・
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。
一
度

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象
▽
小
学
生

練
習
日
▽
土
・
日
・
祝
日
（
水
曜
ナ

　
　  

　 

イ
タ
ー
で
行
う
場
合
あ
り
）

　
　
　
　

午
前
８
時
半
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
変
更
あ
り
）

場
所
▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

…
保
護
者
会
長
　
豊
田

☎
０
９
０
‐
２
５
０
５
‐
６
１
６
５

　
　
　
　
チ
ー
ム
代
表
者
　
中
原

☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
７
４
０
２

投
稿

問
合
せ

　
試
験
は
、
基
本
動
作
・
型
・
組
手
で

審
査
が
あ
り
受
験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
高

校
生
。
61
歳
で
初
段
取
得
は
全
国
的
に

も
大
変
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
金
光
さ
ん
は
「
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
ま
さ
か
合
格
す
る
と
は
。
た
ま
た

ま
運
が
よ
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
健
康
維
持
の
た
め
に
楽
し
み
な

が
ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
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山
鹿
地
域
と
鹿
本
地
域
で
『
燃
え
る

ご
み
』の
収
集
日
が
月
・
木
曜
日
に
な
っ

て
い
る
地
区
は
、
４
月
29
日
㈷
に
臨
時

収
集
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
29
日
は
祝
日
の
た
め
、
通
常
は

ご
み
の
収
集
は
休
み
と
な
り
ま
す
が
、

一
週
間
を
超
え
て
収
集
が
行
わ
れ
な
い

地
区
が
発
生
す
る
た
め
、
臨
時
収
集
を

行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
先
月
の
「
や
ま
が
環
境
便
」

お
よ
び
「
広
報
や
ま
が
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
今
月
か
ら
家
庭
ご

み
の
分
別
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま

す
。「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

…
環
境
課

　
☎
43
‐
７
２
１
１

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
九
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
者
▼

　
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
戦
没

者
等
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
拾
得
し
た
人
で
す
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、

平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が
い
な

い
場
合
に
、
相
続
の
遺
族
一
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ 　 

お
知
ら
せ

April

４ 月

案内板
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
伴
う

『
燃
え
る
ご
み
』
の
祝
日
収
集

請
求
期
間
▼
〜
平
成
24
年
４
月
２
日

　（
案
内
は
、
個
別
に
厚
生
労
働
省
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は
福

祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

…
福
祉
課

　
☎
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

検
察
審
査
会
っ
て

　
　

ど
ん
な
と
こ
ろ
・
・
・
？

　
検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
の
な
し

た
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す

る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

に
よ
っ
て
審
査
い
た
し
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
さ

地域 月日 時　間 会　　場

鹿
北

4/12 ㈪ ９：30 ～ 10：30 椎持研修センター
11：00 ～ 12：00 広見研修センター

4/13 ㈫ ９：30 ～ 11：30 鹿北グラウンド上駐車場

菊
鹿

4/14 ㈬ ９：30 ～ 11：30 内田構造改善センター
4/15 ㈭ ９：30 ～ 11：30 城北体育館
4/16 ㈮ ９：30 ～ 11：30 菊鹿総合支所

鹿
本

4/13 ㈫ ９：30 ～ 10：30 木望館
10：45 ～ 11：45 石渕公民館

4/14 ㈬ ９：30 ～ 10：30 ゆめほたる
10：45 ～ 11：45 下分田センター

4/15 ㈭ ９：30 ～ 11：30 鹿本総合支所

鹿
央

4/19 ㈪ ９：30 ～ 10：30 千田保育所跡
11：00 ～ 12：00 岩原公民館

4/20 ㈫ ９：00 ～ 10：00 仁王堂倉庫
10：30 ～ 12：00 鹿央総合支所

山

鹿

4/19 ㈪ ９：30 ～ 10：30 平小城地区公民館
11：00 ～ 12：00 川辺地区公民館

4/20 ㈫ 10：00 ～ 10：30 小坂公民館
11：00 ～ 12：00 三岳地区公民館

4/21 ㈬

９：30 ～ 10：30 小原公民館
11：00 ～ 12：00 米田地区公民館
９：00 ～ 10：00 カルチャースポーツセンター

第２駐車場
10：30 ～ 12：00 三玉地区公民館

4/22 ㈭ ９：30 ～ 10：30 山鹿勤労福祉会館
11：00 ～ 12：00 日置コミュニティセンター

4/25 ㈰ 10：00 ～ 12：00 山鹿市役所
裏側駐車場13：30 ～ 15：30

平成 22 年度春季狂犬病予防注射日程
　お住まいの地域以外や動物病院でも受けること
ができます。
注射料金▷ 3,000 円（新規登録の場合は別途必要）

ら
に
詳
し
く
捜
査
す
べ
き
事
件
で
あ
る

（
起
訴
相
当
）
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
検
察
官
は
送
付
さ
れ
た
議

決
書
を
参
考
に
し
て
事
件
を
起
訴
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
起
訴
相
当
の
議

決
に
対
し
て
検
察
官
が
起
訴
し
な
い
場

合
に
は
、
検
察
審
査
会
は
再
度
審
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
起
訴
す
べ
き
と
の
議

決
（
起
訴
議
決
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は

強
制
的
に
起
訴
の
手
続
き
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
し
立
て
は
無
料
で
、
審
査
会
議
は

非
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

…
熊
本
検
察
審
査
会

　
☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
２
１
２
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
の
価
格
を
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
期
間

中
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間
▼
４
月
１
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈪

縦
覧
に
必
要
な
も
の
▼
印
鑑

　
　
　
　（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
）

場
所
お
よ
び
連
絡
先
▼

　
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

　
鹿
北
総
合
支
所
　
☎
32
‐
３
１
１
１

　
菊
鹿
総
合
支
所
　
☎
48
‐
３
１
１
１

　
鹿
本
総
合
支
所
　
☎
46
‐
３
１
１
１

　
鹿
央
総
合
支
所
　
☎
36
‐
３
１
１
１

問
合
せ
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国
税
を
納
付
期
限
内
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
延
滞
税
を
併
せ
て

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な

く
、
財
産
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
、納
税
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

早
急
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を

済
ま
せ
る
か
、
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
に
は
、
山
鹿
税
務
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
場

合
は
、
延
滞
税
の
計
算
が
あ
り
ま
す
の

で
、山
鹿
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署

　
☎
44
‐
２
１
８
１

（
自
動
音
声
案
内
）

　年金事務所（社会保険事務所）の専門官
が相談を受けます。
　年金手帳や年金証書など基礎年金番号が
わかるものと印かんをご持参ください。
日時▷４月 14 日㈬・28 日㈬
　　　午前 10 時～午後３時
　　　（正午～午後１時を除く）　　　　　

　
相
　
談

年 金 出 張 所 相 談 ★★

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
４
月
２
日
㈮

　
②
司
法
相
談
▽
４
月
９
日
㈮

　
　（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

　
③
法
律
相
談
▽
４
月
16
日
㈮
要
予
約

　
　
　
　
　
　
①
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
②
③
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
４
月
１
日
㈭

　
②
法
律
相
談
▽
４
月
15
日
㈭
要
予
約

　
　
　
　
　
　
　
①
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
②
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
４
月
７
日
㈬

　
②
司
法
相
談
▽
４
月
21
日
㈬

　
　（
土
地
・
登
記
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
①
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
②
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
４
月
６
日
㈫

　
②
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談
▽

４
月
20
日
㈫
要
予
約

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
４
月
５
日
㈪

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

　

４
月
30
日
㈮
は
、
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
４
月
の
夜
間
収
納
窓
口
】

日
時
▽
４
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬
・
30
日
㈮

　
　
　
午
後
５
時
半
〜
８
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保
育

料
・
介
護
保
険
料
等
の
納
付
を
す
る
方

は
、必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

お
よ
び
夜
間
収
納
窓
口

期
限
内
に
国
税
を
納
付
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は

問
合
せ

問
合
せ

離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
へ

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　
現
在
、
離
職
者
で
就
労
能
力
お
よ
び

就
労
意
欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、
住
宅
を

喪
失
し
て
い
る
人
ま
た
は
喪
失
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
者
と
し
て
、
９

カ
月
間
を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
確
保
・
就
労

支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど
も
行
い

ま
す
。

対
象
者
▽
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
離
職
し
た
人

②
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
人

③
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申
込
み
を

　
し
た
人

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
福
祉
課
　
☎
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

場所▷市役所１階　会議室
※５月から予約制となります。相談日の
５日前までに電話で予約をお願いします。

…国保年金課
　　　　　　　☎４３‐１５３０
申込・問合せ

問
合
せ



19　2010.4.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

　

募　

集

　
市
で
は
、
昨
年
度
「
医
師
修
学
資
金

貸
与
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
将
来
、
医
師
と
し
て

山
鹿
市
立
病
院
に
勤
務
し
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
医
学
生
に
修

学
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
医
療
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数
▽
２
人
程
度

募
集
締
切
▽
４
月
20
日
㈫

※
山
鹿
市
お
よ
び
山
鹿
市
立
病
院
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
、
手
続

　
き
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
山
鹿
市
医
師
修
学

資
金
貸
与
者
募
集

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
青
色
申
告
記
帳
相
談
な
ど
そ
の
他
、

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
▽
４
月
６
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所
▽
鹿
北
総
合
支
所
相
談
室

…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ

日
時
▽
毎
週
水
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
半
受
付

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

…
い
き
が
い
推
進
課
　

☎
43
‐
０
０
５
２

障
が
い
者
・
児
相
談

問
合
せ

日
時
▽
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
館

…
菊
鹿
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
48
‐
３
１
１
１

障
が
い
者
・
児

ふ
れ
あ
い
相
談

問
合
せ

日
時
▽
４
月
８
日
㈭
（
要
予
約
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
▽
山
鹿
保
健
所

嘱
託
医
▽
山
鹿
回
生
病
院

…
山
鹿
保
健
所
　
☎
44
‐
４
１
２
１

精
神
保
健
相
談

問
合
せ

　
専
門
の
相
談
員
が
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談

も
受
け
て
い
ま
す
。

日
時
▽
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
▽
熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　
　
　
ン
タ
ー
（
熊
本
市
辛
島
町
）

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時

　
〜
４
時
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相

　
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

…
熊
本
自
動
車
保
険
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
８
７
４
０

交
通
事
故
無
料
相
談

問
合
せ

…
健
康
増
進
課
　

☎
43
‐
０
０
５
０

　
　
　
　
　  

　
市
立
病
院
管
理
課

☎
44
‐
２
１
８
５

申
込
・
問
合
せ

押
花
ア
レ
ジ
メ
ン
ト

〜
花
に
は
想
い
が
宿
り
ま
す
〜

　
６
回
の
講
座
で
大
好
き
な
お
花
を
、

美
し
い
色
の
ま
ま
残
す
魔
法
の
よ
う

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ

イ
ン
が
学
べ
ま
す
。

対
象
者
▽
初
心
者
、
ま
た
は
押
し
花
を

　
　
　
　
休
ん
で
い
た
人

日
時
▽
４
月
26
日
㈪
、
５
月
17
日
㈪
、

　
　
31
日
㈪
、
６
月
14
日
㈪
、28
日
㈪
、

　
　
７
月
26
日
㈪

　
　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
▽
あ
ん
ず
の
丘
　
押
し
花
館

※
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

　
だ
さ
い
。

…
㈱
菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク

　
　
　
☎
48
‐
３
９
６
０

お
題
▽
「
葉
」
で
す
が
、「
若
葉
」「
落

　
　
　
　
葉
」「
葉
緑
素
」
の
よ
う
に

　
　
　 

「
葉
」
の
文
字
が
入
っ
た
熟
語

　
　
　  

も
使
用
で
き
ま
す
。

詠
進
の
締
切
▽
９
月
30
日
㈭

※
詠
進
要
領
は
、秘
書
課
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

…
秘
書
課

  

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
43
‐
１
１
１
０

平
成
23
年
歌
会
始
の
お
題
が

　
「
葉
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

　４月１日㈭から消費生活センターを開設します。
月曜から金曜まで毎日受け付けます。
　相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。
日時▷毎週月曜～金曜日 ( 祝日・年末年始を除く )
　　　午前８時半～午後５時 15 分
場所▷山鹿市役所　別館１階商工課内

…商工課　　　　☎４３‐１４１３

消 費 生 活 相 談 ★★

問合せ
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テナント募集中!!

活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
場
所

は
国
道
３
号
か
ら
近
く
、
交
通
の
便
も

良
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
土
と
触
れ
合
い
、
自
分
で
収
穫
で
き

る
喜
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

貸
付
場
所
▽
山
鹿
市
長
坂
樋
ノ
口

募
集
人
員
▽
20
〜
30
人

【
貸
付
内
容
】

一
人
あ
た
り
の
貸
付
面
積
▽
30
〜
50
㎡

貸
付
単
価
▽
㎡
あ
た
り
20
〜
25
円
程
度

貸
付
期
間
▽
１
年
間（
随
時
更
新
有
り
）

そ
の
他
▽
灌か
ん
す
い水・
水
の
確
保
あ
り

※
５
月
よ
り
申
込
受
付
を
始
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
長
坂
区
（
前
田
）

  
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
43
‐
５
２
３
５

長
坂
ふ
れ
あ
い
農
園
開
設
！

　
耕
作
放
置
地
が
優
良
農
地
に
よ
み

が
え
り
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
と
し
て

あ
な
た
も
土
と
の
触
れ
合
い

　
　
　
　

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　
こ
の
講
座
は
、
障
が
い
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
の
、

手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域

の
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。
手
話
通
訳
者
に
な

り
た
い
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格
▽
高
卒
以
上
の
学
力
を
有

　
　
　
　
　
し
手
話
通
訳
活
動
を
目

　
　
　
　
　 

指
す
人

講
座
内
容
▽

【
入
門
課
程(

15
日
程
度
）】

　
４
月
12
日
㈪
〜
８
月
２
日
㈪

　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

【
基
礎
課
程(

25
日
程
度
）】

※
入
門
課
程
を
履
修
し
た
人
の
み
可

　
８
月
23
日
㈪
〜
平
成
23
年
３
月
28
日
㈪

　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

受
講
料
▽
無
料
　

　
　
　
※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
実
費

（
約
９
千
円
程
度
）

申
込
方
法
▽
会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を

　
　
　
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

…
㈶
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

�
０
９
６
‐
３
８
４
‐
５
９
３
７

　
調
理
技
術
審
査

　
　
　
　

・
技
能
検
定
試
験

　
調
理
師
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
国
家
試
験
と
し
て
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。

【
前
期
】

実
施
調
理
▽
す
し
料
理
、
中
国
料
理
、

　
　
　
　
　 

給
食
用
特
殊
料
理

受
験
案
内
の
請
求
▽
４
月
26
日
㈪

受
験
受
付
▽
４
月
５
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
５
月
７
日
㈮

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

【
後
期
】

実
施
調
理
▽
日
本
料
理
、
西
洋
料
理

受
験
案
内
の
請
求
▽
８
月
24
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
９
月
27
日
㈪

受
験
受
付
▽
９
月
６
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
10
月
８
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

…
㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
６
７

申
込
・
問
合
せ

「
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
」
の

　
　
　
　
　

資
格
を
取
ろ
う
！

　「
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
」
は
国
の
試

験
資
格
で
す
。
ボ
イ
ラ
ー
技
士
は
工

場
、
病
院
、
事
務
所
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー

の
取
り
扱
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
▽

　
　
　
　
　
５
月
22
日
㈯
〜
24
日
㈪

　
　
　
　
　
７
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮

　
　
　
　
　
10
月
２
日
㈯
〜
４
日
㈪

　
平
成
23
年
１
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
講
習
▽

　
　
　
　
　
６
月
10
日
㈭
〜
11
日
㈮

　
　
　
　
　
10
月
14
日
㈭
〜
15
日
㈮

開
催
地
▽
熊
本
市

…
㈳
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
熊
本
支
部

　
　
☎
０
９
６
‐
３
６
２
‐
７
７
７
５

申
込
・
問
合
せ

弓
道
教
室
開
講

　
一
般
社
会
人
を
対
象
に
、
昼
と
夜
の

２
コ
ー
ス
で
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
弓
具

も
弓
道
協
会
で
準
備
し
ま
す
。
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〈 

有
料
広
告 

〉

　
旬
の
た
け
の
こ
を
使
っ
て
、
鹿
北

町
の
飲
食
店
が
腕
を
振
る
い
ま
す
。

参
加
店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
試
行
錯
誤
を

行
っ
た
10
通
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が

　

催　

し

山
鹿
温
泉
祭　

第
21
回
「
民
謡
と
踊
り
の
共
演
」

温泉の恵みに感謝の心を「山鹿温泉祭」 ★★

　温泉の恵みに感謝して行われる祭り
です。古式ゆかしい御幸式行列や、市
民総踊りの「陽・謡・踊」など温泉に
ちなんだ各種イベントが開催されます。
日時▽４月 10 日㈯～ 11 日㈰
場所▽市街地一帯

※交通規制があります。区間等詳しく
　は、配布してますチラシをご覧くだ
　さい。ご協力よろしくお願いします。

…山鹿温泉祭実行委員会事務局
　☎４３‐１５７９（観光課内）

問合せ

よ
う
こ
そ
！
た
け
ん
こ
街
道
へ

「
絵
手
紙
」
を
描
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
２
月
３
日
が
「
絵
手
紙
の
日
」
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、「
絵
手
紙
」

無
料
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
絵
手
紙
の
も
つ
優
し
さ
や
あ
た
た

か
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▽
４
月
３
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

※
道
具
は
準
備
し
ま
す
。

…
日
本
絵
手
紙
協
会

　
　
　
☎
44
‐
２
８
４
９
（
奥
村
）

期
間
▽
５
月
11
日
㈫
〜
９
月
28
日
㈫

　
　

　（
毎
週
火
・
金
曜
日
）

時
間
▽
昼
の
部
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
夜
の
部
午
後
７
時
半
〜
９
時
半

場
所
▽
市
営
弓
道
場
（
鍋
田
）

受
講
料
▽
無
料…

山
鹿
市
弓
道
協
会

　
　
　
☎
43
‐
３
１
６
２
（
江
上
）

　
　
　
☎
44
‐
２
５
３
５
（
巢
山
）

申
込
・
問
合
せ

　
木
遊
館
裏
の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

で
宝
探
し
を
し
よ
う
！
（
申
込
不
要
）

日
時
▽
５
月
２
日
㈰
午
前
11
時
〜
受
付

場
所
▽
木
遊
館

参
加
料
▽
５
０
０
円

※
先
着
100
人
で
す
。
お
早
め
に
！

…
木
遊
館  

☎
32
‐
２
１
５
０

み
ん
な
で
探
そ
う
！

　
　
　
「
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」

問
合
せ

　
日
輪
寺
の
な
だ
ら
か
な
山
の
斜
面

に
ピ
ン
ク
、
赤
、
白
の
約
３
万
５
千
株

の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
期
間
中

は
午
後
９
時
ま
で
、
ち
ょ
う
ち
ん
に
よ

る
夜
間
照
明
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
▽
４
月
７
日
㈬
〜
25
日
㈰

場
所
▽
日
輪
寺
公
園

…
観
光
課

☎
43
‐
１
５
７
９

つ
つ
じ
ま
つ
り

　
今
回
も
唄
、
踊
り
、
琴
な
ど
８
団
体

に
よ
り
ま
す
楽
し
い
共
演
で
す
。
皆
さ

ま
お
そ
ろ
い
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
４
月
11
日
㈰
午
後
１
時
開
演

場
所
▽
八
千
代
座

入
場
料
▽
無
料

出
演
団
体
▽
秀
峰
堂
娟
峰
吟
詠
会
・
梢

　
　
　
の
会
・
高
濱
流
「
華
の
会
」・

　
　
　
田
中
バ
レ
エ
教
室
・「
津
軽
」

　
　
　
福
居
慶
大
民
謡
会
・
藤
間
流

　
　
　「
松
峰
会
」・
藤
間
流
「
竹
乃
会
」

　
　
　
民
踊
愛
好
会

…
山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会
事
務
局

☎
43
‐
３
１
７
３
（
荻
）

問
合
せ

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
、
登
山
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
！
一
緒
に
山
開
き
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
先
着
200
人
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

日
時
▽
４
月
29
日
㈷

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
　
受
付
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
　
山
開
き
式

受
付
場
所
▽
矢
谷
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場

…
菊
鹿
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
48
‐
３
１
１
１

第
25
回　

八
方
ヶ
岳
山
開
き

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

期
間
▽
４
月
28
日
㈬
〜
５
月
31
日
㈪

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　（
毎
週
木
曜
休
み
）

場
所
▽
平
小
城
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　（
旧
Ｊ
Ａ
平
小
城
支
所
）

…
平
山
温
泉
観
光
協
会

☎
44
‐
０
５
２
２

山
口　

輝
也
絵
画
展

問
合
せ

問
合
せ

お
目
見
え
！
新
鮮
で
香
り
高
く
、
や
わ

ら
か
な
旬
の
味
覚
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

期
間
▽
４
月
30
日
㈮
ま
で

※
参
加
店
は
、「
た
け
ん
こ
街
道
」
の

　

の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。

…
山
鹿
市
商
工
会
鹿
北
支
所

　
　
　
☎
32
‐
２
０
６
８

た
け
ん
こ
街
道
協
議
会
事
務
局

☎
32
‐
３
１
３
３

▲各店舗、自慢の料理
　でお待ちしています

問
合
せ

◀
今
年
度
温
泉
祭
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

　
イ
ン
に
決
定
し
た

鹿
本
高
校
３
年　

本
田　

萌め
ぐ
みさ
ん
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室
⃞▶一　般
①正・准看護師　18 万 9 千円　②介護職員　14 万 2 千円　
③フロント事務員　14 万円～　④一般事務員　12 万円～　
⑤営業員　14 万 1 千円～　⑥調理員　11 万 2 千円～　⑦接
客員　12 万 2 千円～　⑧４ｔ車乗務員　17 万円～　⑨ダン
プ運転手　18 万 4 千円～　⑩部品検査事務員　14 万 8 千円
～　⑪スチロール成形工員　13 万 4 千円　⑫作業員　16 万
5 千円～　⑬ルート配送員　14 万円

⃞▶パート
①正・准看護師　時給 830 円　②介護職員 　時給 700 円～　
③学童保育指導員　時給 760 円　④レジ係員　時給 700 円～
⑤一般事務員　時給 630 円～　⑥販売員　時給 650 円～　⑦
接客員　時給 780 円～　⑧清掃員　時給 680 円　
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用済みの
場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホーム１階（市役
所裏中央公民館となり）です。　　      　　☎ ４３‐１７２４

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
４日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / はとの眼科クリニック / 幸村医院 ココノエ薬局 / 岩下薬局
11 日㈰ 坂本医院 / 後藤整形外科医院 まつ薬局 / 岩下薬局
18 日㈰ うちだ内科医院 / 山鹿整形脳神経リハビリテーション谷産婦人科医院 岩下薬局
25 日㈰ 中川医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 グリーンファーマシー / まつ薬局
29 日㈷ 山鹿中央病院 まつ薬局 / 岩下薬局

日
時
▽
４
月
８
日
㈭
午
後
７
時
〜

場
所
▽
法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
お
花
見
コ
ン
サ
ー
ト

　
あ
な
た
を
酔
わ
せ
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者

　
　
　
　
　
　
　
図
師
　
喜
文
さ
ん

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

　
☎
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

　
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
形

劇
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
や
せ
り

ふ
で
の
説
明
を
な
る
べ
く
避
け
て
、
身

近
な
材
料
で
作
ら
れ
た
人
形
が
お
芝

居
を
し
ま
す
。

日
時
▽
４
月
24
日
㈯
開
演
午
後
５
時   

会
場
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

入
場
料
▽
会
員
は
無
料
（
随
時
受
付
）

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

☎
�
44
‐
６
３
７
５

「
ち
い
ち
い
に
ん
に
ん
」

人
形
劇
団　

の
の
は
な

　
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
演
奏
会
を

楽
し
く
体
感
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
４
月
11
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
半
開
場  

２
時
開
演

場
所
▽
天
聴
の
蔵

入
場
料
▽
無
料

内
容
▽
「
あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な

　
　
　
た
」「
蕾
」
童
謡
　
ほ
か

…
村
上

☎
44
‐
２
９
９
４

山
鹿
市
民
合
唱
団

「
春
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
♪

問
合
せ

問
合
せ

日
時
▽
４
月
４
日
㈰
正
午
〜

場
所
▽
倉
塚
公
園

内
容
▽
演
芸
大
会

※
３
月
28
日
㈰
〜
４
月
10
日
㈯
の
期

　
間
は
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

…
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
福
本
）

☎
43
‐
５
６
７
８

倉
塚
公
園
桜
祭

問
合
せ

⃞▶

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
や
ま
が
３
月
１
日
号
と

一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す「
く

ら
し
と
じ
ん
け
ん
第
５
集
」
の

山
鹿
市
人
権
標
語
４
句
め
は
永

田
奎
弥
さ
ん
の
誤
り
で
す
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
会
員
の
書
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今

回
は
、
半
紙
の
大
き
さ
の
小
作
品
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
と
は
違
っ
た
、

個
性
あ
る
毛
筆
の
文
字
を
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

日
時
▽
４
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）   

会
場
▽
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
Ｆ

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

…
山
鹿
市
山
鹿
書
道
連
盟

☎
44
‐
０
３
２
０
（
島
田
）

小
品
書
作
品
展
・
学
童
展

問
合
せ
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チヨマツ

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室   43‐1118問合せ

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

２/ ２ 一つ目公園トイレ新築工事 久原地内 富田建設㈱ 5,355,000

２/ ９ 福原長坂線道路改良工事その３ 長坂地内 ㈱波多野建設 63,951,300

２/ ９ 福原長坂線道路改良工事その 4 長坂地内 ㈱岩下建設 48,685,350

２/ ９ 大道小学校太陽光発電設備設置工事 方保田地内 ㈲西部電設 22,155,000

２/ ９ 三玉小学校太陽光発電設備設置工事 久原地内 ㈲立山電気商会 21,735,000

２/ ９ 稲田小学校太陽光発電設備設置工事 鹿本町高橋地内 ㈲矢野電設 24,727,500

２/ ９ 米野岳中学校太陽光発電設備設置工事 鹿央町岩原地内 ㈱鹿本電気商会 27,436,500

２/ ９ 鹿本幼稚園太陽光発電設備設置工事 鹿本町御宇田地内 黒田電気設備 18,847,500

２/ ９ 浦方地区揚水施設（その１）工事 鹿北町芋生地内 熊本利水工業㈱ 9,502,500

２/ ９ 浦方地区揚水施設（その２）工事 鹿北町芋生地内 千代田工業㈱ 9,240,000

２/23 三岳小学校排水路改良工事 津留地内 ㈲溝口興業 5,407,500

入札結果の報告（２月分）

４月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

開催日 行　事　名 時間 料金

３日㈯ 与世山澄子 JAZZ ライブ
in 八千代座 夜間 有料

９日㈮ 第九回八千代座選抜座長大会
座長　玄海竜二　

昼夜
有料

10 日㈯ 昼

11 日㈰ 平成 22 年山鹿温泉祭
「第 21 回民謡と踊りの共演」 午後 無料

14 日㈬ 休館日 − −

25 日㈰ 晴々カラオケ発表会　皆本政晴 午後 無料

⃞▶ポポロ開店 15 周年記念企画ーさくら展ー
　県在住の作家 36 人による油彩、水彩、ペン画などで
それぞれの想いで描く展覧会です。
　前期▷４月 １ 日㈭～ 15 日㈭まで
　後期▷４月 16 日㈮～ 30 日㈮まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 ～ 21：00（日曜日定休）

※問い合わせは古民家ギャラリー百花堂へ
　☎０８０‐６４２６‐４５１９

⃞▶第１回　山鹿湯の端美術館
　大湯の町山鹿の「湯の端」は、御湯の生まれるところ。
　懐かしい町屋と蔵跡に絵画を展示します。
　期間▷４月 29 日㈷～５月５日㈷（期間中無休）
　　　　午前 11 時～午後６時   
　会場▷豊前街道界隈（百花堂・竜山窯・風吹きからす  
　　　　ほか　全 10 カ所）
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お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

　詳しい内容（接種年齢・接種間隔など）は、配布され
ている予防接種手帳や説明書で確認してください。
※医療機関に行く際は、事前に電話予約をしてください。

Vol.12

　肺がんは WHO（世界保健機構）の推計によると
世界中で年間 130 万人がこの疾患で死亡し、全が
ん死の約 17％と最も多く占めています。
　日本では、2005 年の統計で全がん死の約 19％を
占め、男性では全がん死の中で最も多く、女性で
は大腸がん、胃がんに続いて 3 番目を占めています。
　肺がんは、タバコに含まれている発がん性物質
が原因と言われています。先進国の中で喫煙率が
最も高い日本は、喫煙に由来する肺がんは男性で
約 68％、女性では約 18％と言われています。一方、
欧米諸国では禁煙者が飛躍的に増加しており肺が

肺がんについて
山鹿市立病院
病院長　

本郷　弘昭

ん発生率は減少しつつあります。
　診断は胸部レントゲンや、胸部 CT、喀

かくたん

痰細胞診
などで行いますが、最近は PET/CT（※ １）が有力です。
早期診断・早期治療が肺がんに限らず望ましいので
すが、残念ながら発見時には進行がんの状態が多い
のが現状です。市民の皆さんには、年 1 回の肺がん
チェックをお勧めします。
※１　ＣＴやＭＲＩなどの形をみる検査と異なり、細胞の活動
　　　状況を画像で見ることができ、がん、脳、心臓などの病
　　　気の診断に有用です。

平 成 2 2 年 度 　子どもの予防接種に つ い て

医療機関名 BCG 三種混合
MR

1・2 期 ３期 ４期
井上小児科医院 ● ● ● ● ●
上塚外科胃腸科医院 ● ●
うちだ内科医院 ● ●
坂本医院 ● ● ● ● ●
東内科小児科医院 ● ● ● ● ●
三森循環器科呼吸器科病院 ● ●
横手医院 ● ●
吉里医院　 ●
山鹿市立病院 ● ● ● ●
小林医院 ● ●
きくか松岡クリニック ● ● ● ● ●
桑木内科　 ●
中川医院 ● ● ● ●
平井藤岡医院　 ● ● ● ●
幸村医院　 ● ● ● ●

①子どもの体調はよいですか？
②今日受ける予防接種について理解しましたか？
③母子健康手帳と問診票（事前に記入）、保険証
　は持ちましたか？（※ １）
④必ず日ごろのお子さんの健康状態を知っている
　保護者が連れて行きましょう。（※ ２）

⑤着衣など清潔にしていますか？

　個別予防接種協力医療機関（平成 22 年度）

※１　母子健康手帳がないと受けられません。
※２　保護者が同伴でない場合は、委任状が必要です。

個人負担金▷
　定期年齢内であれば、自己負担はありません
接種間隔▷（異なった種類のワクチンを接種する場合）
　予防接種の効果および安全性のため一定期間をあける
　ことになっています。
◎生ワクチン【ポリオ・ＢＣＧ・麻しん・風しん・ＭＲ】
　次回の予防接種は、接種した翌日から 27 日以上の間
　隔をあける
◎不活性化ワクチン【三種混合・日本脳炎】
　次回の予防接種は、接種した翌日から６日以上の間隔
　をあける　

予防接種に行く前にチェック✓□しましょう！
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３
育児相談 9:30 ～ 11:00

【ひだまり】
母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:00 受付

     　　【ひだまり】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年 8 月生 ) 13:30 ～
14:00 受付    【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
育児相談 9:30 ～ 11:00
【山健福・鹿北老福】

母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年 8 月・12 月 生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付　

　【ひだまり】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
18 年 12 月 生 )13:30
～ 14:00 受付 【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、21 年 12
月 生 ) 13:30 ～ 14:00
受付　　  　【山健福】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、18 年 12 月生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付

　　【ひだまり】

25 26 27 28 29 30
育児相談 9:30 ～ 11:00

【鹿央研セ】
母子健康手帳交付
13:30 ～ 16:00 受付

             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿 北・ 鹿 央、21 年 8
月 生 ) 13:30 ～ 14:00
受付　         【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿 本、20 年 8 月 生 ) 
13:30 ～ 14:00 受付

　【ひだまり】

昭和の日

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、氏名、
　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送またはご
　持参ください。

♡わたしからのメッセージ
いつも大好きなナミお姉ちゃん
と一緒に遊んでます。まだヨチ
ヨチ歩きなので、しっかり手を
つないで、お散歩行きた～い☆

笠立　絵
え り

莉ちゃん
（H20.12.25 生れ）

霜野（鹿央）

飯田　心
こ は る

陽ちゃん
（H21. ５.30 生れ）

方保田（山鹿）

♡わたしからのメッセージ
おかあさん、いつもおいしい
ご飯を作ってくれてありがと
う。いっぱい食べて、大きく
なりま～す♪

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

４
　《麻しん風しん ( ＭＲ ) 予防接種を受けましょう》
　　麻しん（はしか）は、感染力の大変強い感染症です。自分が感染
　しないためだけではなく、周りの人に感染を広げないためにも予防
　接種は有効です。体調の良いときに、早めに接種を受けましょう。
　（２～４期の接種対象者には、４月初旬頃通知します）
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◆市◇民◆文◇芸◆
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選

暖
か
く
な
れ
ば
な
っ
た
で
こ
と
多
し
　

　
　
　
児
玉
　
徳
夫

九
番
目
の
曾
孫
は
娘
よ
龍
の
玉

近
藤
　
律
子

寒
雀
身
動
き
も
せ
ず
眼
が
あ
っ
て森

川
　
幸
恵

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

二
月
例
会

飯
田
東
原
選

水
温
む
　
外
を
覗
い
た
蕗
の
薹
　古
庄
　
敬
子

和
や
か
に
　
話
題
は
曾
孫
一
人
占
め

高
木
　
夕
月

ボ
ツ
ボ
ツ
　
も
う
お
っ
ぱ
い
の
帰
る
頃

有
働
　
知
遊

受
験
生
　
今
が
未
来
の
分
岐
点
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
賀
松

揚
げ
雲
雀
　
ド
バ
イ
タ
ワ
ー
で
羽
休
め

新
谷
　
不
動

長
瀬
狂
介
選

和
や
か
に
　
人
前
だ
け
の
嫁
姑
　小
野
三
ツ
葉

ボ
ツ
ボ
ツ
　
色
気
も
出
さ
じ
ゃ
恋
も
せ
じ
ゃ

松
井
　
爆
笑

ち
ら
ほ
ら
　
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
歩
く
人

落
合
　
万
吉

水
温
む
　
愛
車
洗
い
も
苦
に
な
ら
ん

大
村
　
輪
子

受
験
生
　
か
く
れ
ん
ぼ
し
た
漫
画
本

平
野
　
和
子

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

課
題
句　

森
山
旬
彩
選　

重
ね
着
し
て
　
か
ゆ
い
所
に
届
か
ん
手
　

　
中
満
　
甘
柿

重
ね
着
し
て
　
財
布
は
ど
こ
に
入
れ
た
ろ
か

古
賀
　
楽
居

あ
と
ぜ
き
　
媽
は
時
に
は
足
で
せ
く

伊
藤
　
　
元
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２月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　柴田　信孝さん♥生野　治穂さん
　　　　　榮　　　昻さん♥松永　　望さん
　　　　　後藤　優治さん♥平川　千尋さん
　　　　　富永　洋介さん♥緒方　慶子さん
　　　　　上妻　錦弘さん♥渡辺　美沙さん
　川　辺　瀬口雄一朗さん♥中山あゆみさん
　八　幡　原田　聖人さん♥藤森　仁予さん
　　　　　三上　大介さん♥横手かおりさん
　　　　　構木　健太さん♥橋本　和枝さん
　平小城　福永　拓也さん♥今坂　早希さん
　三　岳　川口　信弘さん♥西村　幸代さん
　三　玉　西嶽　裕也さん♥西田由貴美さん
　大　道　高崎　真鶴さん♥中村　真理さん
鹿　北
　岳　間　片山　智公さん♥松本亜由美さん
菊　鹿
　内　田　吉里　浩輝さん♥山下多喜子さん
　　　　　吉里　和也さん♥早田　友香さん
　六　郷　渡辺　秀樹さん♥久木元由子さん
　城　北　金光　　徹さん♥宮本　美紀さん
　　　　　田中　良昌さん♥中川　裕子さん
鹿　本
　来　民　児玉　康二さん♥中村　理恵さん
　中　富　前田　雄也さん♥浦部　香織さん
鹿　央
　千　田　村上　桂一さん♥鈴木　朋香さん
　米野岳　上田　真稔さん♥森　恵里奈さん
　　　　

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　藤本　嵩

しゅうと

登さん
　米　田　福山　力

り き と

仁さん　阿蘇品毘
ひ づ き

月さん
　川　辺　小笠原志

し お ん

音さん　井手　健
け ん た

太さん
　八　幡　中山三

さ ん し ろ う

四郎さん　池田　奈
な お

桜さん
　　　　　毛利　緋

ひ な

那さん
　三　玉　中島　百

も も か

花さん　髙田　杏
あ ん な

奈さん
　大　道　竹ノ内梨

り こ

瑚さん　野村　汐
し お ん

音さん
　　　　　松坂　美

み ゆ う

悠さん　中野　結
ゆ な

菜さん
鹿　北
　岳　間　堀江　心

こ こ ね

音さん　長木　　蘭
らん

さん
　広　見　石川　　雫

しずく

さん
菊　鹿
　内　田　永田唯

ゆ り あ

里愛さん
　六　郷　平田莉

り お な

桜南さん
　城　北　丸山　達

たつひと

人さん

鹿　本
　来　民　森　愛

あ や の

優希さん　塩田　眞
ま な と

士さん
　中　富　佐藤　世

せ ら

愛さん
鹿　央
　山　内　有働　亮

りょうじ

士さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　池田　明德さん (81)　光永小夜子さん (74)
　　　　　石原　嘉子さん (83)　淵上　房子さん (66)
　　　　　二木　敬次さん (67)　山崎　文雄さん (72)
　　　　　山田　秀子さん (93)
　米　田　栗原　　惠さん (87)　坂本　淳一さん (55)
　　　　　木庭　賴之さん (72)
　川　辺　中山スミ子さん (73)　竹間　道人さん (82)
　八　幡　大林　雄二さん (55)　有働　孝美さん (85)
　　　　　村上　義勝さん (77)　宮本　武一さん (85)
　　　　　田上　光男さん (83)
　平小城　牛島ユキヱさん (103)　池田　友範さん (61)
　三　岳　野村　武雄さん (92)　池部　榮子さん (85)
　　　　　船津　正富さん (65)
　大　道　木村　英昭さん (65)
鹿　北
　岳　間　荒川　　律さん (78)　髙木　勝也さん (76)
　　　　　中野　長夫さん (82)
　岩　野　村木アサヱさん (94)　松本　リツさん (97)
　　　　　白田　春生さん (71)　小原トミ子さん (85)
　　　　　野中　　徹さん (89)　野中ミサオさん (83)
　広　見　江上ヒデ子さん (86)　白木トシコさん (101)
菊　鹿
　内　田　入江　　勝さん (87)　名越　文人さん (85)
　　　　　藤原キヌヨさん (73)
　六　郷　古閑　文博さん (59)
　城　北　坂本　勇夫さん (69)　菊川　　曻さん (80)
　　　　　山口　逸記さん (88)　久川チミコさん (83)
鹿　本
　稲　田　松川　登喜さん (82)　緒方　孝子さん (93)
　来　民　池田　一記さん (95)　⻆田　芳久さん (68)
　中　富　坂本　隆一さん (62)　佐藤　俊子さん (86)
鹿　央
　千　田　芳川　幸信さん (61)　平山　眞一さん (80)
　　　　　江藤トシコさん (73)
　米野岳　丸山　敬子さん (79)　鬼釜　幸雄さん (84)
　　　　　前田ナツエさん (95)
　山　内　伊方　精一さん (80)　坂本　一水さん (79)
　　　　　田中フキエさん (94)

※２月中の届出受付分を掲載しています

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,586（ + 2 ）
　男 27,146（ − 13 ）
　女 30,440（ + 15 ）
世帯数 21,063（ + 19 ）

２月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

♥「
広
報
や
ま
が
」
を
声
で
伝
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。「
写
真

や
グ
ラ
フ
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら

い
い
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
目
で
何
気
な
く
読
ん
で
い
る

と
気
づ
き
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
答
え

に
困
っ
て
し
ま
い
、
伝
え
る
こ
と
は
難
し

い
な
ぁ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

♥
西
牧
の
粟
島
さ
ん
の
ひ
な
あ
ら
れ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
米
か
ら
作
っ
て
い

る
だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
お
い
し
く
て
、

日
本
一
の
ひ
な
あ
ら
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
を
。
お
す
す
め
で
す
！(

か)  

♠
広
報
担
当
と
な
っ
て
１
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま
し

た
。
す
べ
て
の
行
事
に
行
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
取
材
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
人
々
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

情
報
を
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
短
い

文
章
で
分
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
の
難
し

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。(

卓)
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やちおくん 鹿娘 キャラクター名

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

早田　有里さん
菊鹿中学校

飯川　千穂さん
菊鹿中学校

氏名
学校名

八千代じぃ 八千代丸 やちよちゃん やっちゃん 山鹿　八千代之助 八千代ザラシ

今井　薫くん
山鹿小学校

岩田　尚樹くん
山鹿小学校

鹿子木　日向子さん
山鹿小学校

木場　加彩さん
菊鹿中学校

林　大介くん
菊鹿中学校

大塚　泰介くん
菊鹿中学校

八千代丸 八千代侍 八千代君 やちよん やっくん 八千代くん

伊藤　俊祐くん
広見小学校

糸山　加奈子さん
山鹿小学校

飯田　ゆうきくん
山鹿小学校

矢野　安寿果さん
山鹿小学校

豊田　瑞希さん
山鹿小学校

杉村　裕太くん
山鹿小学校

あ
っ
ぱ
れ
賞

三
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

　
　「
チ
ヨ
マ
ツ
（
千
代
松
）」
に
決
定

　
八
千
代
座
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

八
千
代
座
と
山
鹿
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
八
千
代
座
１
０
０
周

年
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
と
名
前
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
７
９
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
の
ほ
か
、
市
長
賞
、
実
行
委
員
長
賞
、

あ
っ
ぱ
れ
賞
の
特
別
賞
も
決
定
し
ま
し

た
。「
あ
っ
ぱ
れ
賞
」と
は
、ふ
る
さ
と
や

ま
が
大
使
の
大
沢
啓
二
氏（
大
沢
親
分
）

に
ち
な
ん
だ
賞
で
、
今
回
応
募
し
た
小
・

中
学
生
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
描
い

た
生
徒
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
小･

中
学

生
の
応
募
は
２
１
９
点
あ
り
、
14
点
が

あ
っ
ぱ
れ
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
チ
ヨ
マ
ツ
（
千
代
松
）」
は
、今
後
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
物
に

掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
着
ぐ
る
み
も
製
作

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
す
る
予

定
で
す
。

錦戸秀雄さん
崇城大学３年生（熊本市）

最優秀賞
チヨマツ ( 千代松 )

市
長
賞

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
：
ち
よ
ち
ゃ
ん

　

氏
名
：
清
本　

る
み
子
さ
ん

　

住
所
：
菊
池
市

　
職
業
：
主
婦

実
行
委
員
長
賞

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
：
ヤ
ッ
チ
ョ
ね
こ

　

氏
名
：
吉
永　

高
規
さ
ん

　

住
所
：
北
九
州
市

　

職
業
：
グ
ラ
フィッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
：
チ
ヨ
コ

　

氏
名
：
三
浦　

裕
一
さ
ん

　

住
所
：
東
京
都

　

職
業
：
グ
ラ
フィッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

環境保護印刷製品
「水なし印刷」認証番号S33


